
▲【提案内容での BEI 値シミュレーション】

▲【当社 ZEB 実績 佐久某事業所 地域区分 3地域】

▲【空調ライフサイクルコスト比較表】

▲【地中熱を活用した空調システム】

■ZEB の実現

川上村として「環境にやさしく」というメッセージを村内外に示すことができる新庁舎の ZEB 化を提案します。

5  みんなで考えつくりあげていく環境配慮型庁舎
　  「社会の変化に対応した堅実な省エネ手法」

課題（4）：シンプルで環境にやさしい施設

ZEB 化を実現させるために汎用的な高効率省エ
ネルギー技術の組み合わせによって庁舎建築の
場合、約 10％の建築費の増額で ZEB Ready( 約
50％以上の省エネ ) を実現可能です。ZEB 化す
ることで、ランニングコストの大幅な低減が図
れ、トータルコストの縮減につながります。ま
た、「環境にやさしく」というメッセージを村
内外に示すこともでき、川上村の環境意識を牽
引する施設になると考えます。

村の地球温暖化防止実行計画にもある様に温室効果ガスによる温暖化による異常気象の
発生は農作物への被害はもちろん、さまざまな災害を引き起こします。地方公共団体と
して特に行政の様となる新庁舎は住民や事業者の規範となる施設づくりによって地球温
暖化防止活動の促進と実効性の確保を図るべきだと考えます。

■執務空間の自然通風・採光
南北の通風により中間期の空調
負荷の低減と、日中でも直射光
を入れない深い軒によりブライ
ンドを閉めずに明るい空間とな
ります。

■汚れにくく清掃のし易い
　材料の採用
外装材は耐候性が高く、経年劣
化のしにくい材料の採用や、内
部空間を含め、清掃のし易い
ディテールとします。

■雨水の侵入をふせぐ
　レベル設定
基本的に庁舎の床レベルは、ゆ
るやかな勾配で擦り付くことに
より、雨水の侵入をなくす排水
の外構計画とします。

■窓掃除を容易に行える計画
窓の清掃が行いやすい計画とし
ます。2階はテラスから容易に
外部清掃が可能で、東面北面に
は大面積の窓は設けず、内部か
らの掃除を可能とします。

■有資格者不要な機器の採用
メンテナンスが容易で専門的な
操作が不要で取り扱い易い設備
機器とします。

■補助金の活用
通常、ZEB 化を実現するにあたり、イニシャル
コストが多くかかってしまいますが、環境省に
よる補助金事業等 ( 本年度は「建築物等の脱炭
素化・レジリエンス強化促進事業」。間接補助
事業の 2/3 を支援 ) を活用することで追加のイ
ニシャルコストを低減します。例えば、今回採
用を検討している地中熱ヒートポンプと、灯油
＋空気熱ヒートポンプの比較において、補助金
を活用することでイニシャルコストを抑えるこ
とができ、10年以内にはトータルコストを回
収できる試算となります。
■ZEB 化のシミュレーション
提案の建物においてシミュレーションを行い、
ZEB 化を実現できることを確認しました。設
計上の工夫により使用するエネルギーを大幅
に低減させ、省エネルギーである地中熱利用
により 55%分のエネルギーをまかなう計画と
しています。そして残りの 45％分のエネル
ギーは太陽光発電による創エネルギーで相殺
し、エネルギー消費量ゼロを実現します。

ZEB 化に加え、清掃費の縮減などにより、さらなるトータルコストの縮減を図ります。

■暖かさを感じられる南側に村民が使う室
寒さが厳しくなる冬季においても、日が当たり、温かさを
感じられる南側に村民が利用する諸室を計画することで外
からの来庁舎を温かく迎えます。北側には機械室や書庫、
備蓄倉庫など空調が不要な室を配置することで空調負荷を
低減します。

■恵まれた日照環境を利用した太陽光発電
ZEB 化を図る上で必要な太陽光パネルの個数をシミュ
レーションにより算出し、イニシャルコストを抑え、
必要最低限の設置数にて計画します。発電効率の高い
南側に太陽光パネルを設置し、エネルギーの供給量を
高め、蓄電池と組み合わせることで電力の自給自足、
ピークカットによる節電を図ることも可能です。

■シミュレーション結果を踏まえた実現性の
　高い地中熱利用
南側の駐車場に設置可能なチューブ管の本数を
シミュレートし、1階のフロア全てと 2階の避
難所となるホール、和室において地中熱ヒート
ポンプシステムによる輻射冷暖房パネル ( 一部
ファンコイルユニット ) の空調を提案します。

ZEB 化を図る上で採用を検討した創エネルギー案
■省エネルギー化を図れるシステム、機器の採用
・全館 LED照明 ( 人感センサー、昼光利用照明制御 )
・雨水・中水システム ( トイレの洗浄水 )
・超節水型衛生器具 ( 洗浄水量の削減 )
・電力のデマンドレスポンス制御
  ( ピークカットにより契約電力を抑制 )
・全熱交換器による換気設備

■両面採光の確保と方位に適した庇 ( テラス )
執務エリアは両面採光を確保し、明るく自然換気を可
能とし、南側の庇を兼ねた奥行の深いテラスや、軒の
深い屋根形状により、日射遮蔽を軽減させ、熱負荷の
抑制を図ります。

■外皮性能の向上
ZEB 化を図る上で採用を検討した省エネルギー案

Low-E ペアガラスの採用や、外断熱化を図るこ
とで外皮性能を高め、熱負荷を抑制、省エネル
ギー化を図ります。また、建物をシンプルな形
状とすることで無駄な外皮面積を削減すると共
に熱負荷につながるガラス面は極力少なくし熱
負荷の抑制を図ります。

川上村の主力産業である農業において気象の変動は大きな影響をもたらします。村民の生活を守るためにも地球温暖化防止の促進
に寄与し、宙 ( そら ) に一番近い庁舎 ( 日本で一番標高の高い場所に建つ庁舎 ) として自然の恵みを最大限に活用できる施設を目指
します。
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想定導入設備概要
外皮：Low-Eペアガラス、外断熱
照明：LED照明、照明制御
空調：地中熱HP(流量・台数制御)、
            全熱交換機
換気：機械室換気の温度発停
給湯：節水・湯型機器、給湯器
            (電気温水器・LPG)
昇降機：電力回生ブレーキ機能付き
他    ：パッシブ手法

・Low-Eペアガラス、
　高性能GW
・LED照明、照明制御
・EHP高効率空調機、
　全熱交換機
・太陽光発電設備 50KW

ZEB達成
0.46-創エネ(太陽光50kw)  BEI値=0
消費エネルギーを基準値から
50％以上削減し、残りの
エネルギーを太陽光発電で
まかなう
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給湯

導
入
設
備
概
要

充実したバックアップ体制

■相互理解と合意形成の手法

実務経験 30 年以上のベテランスタッフや川上村での業
務実績を持つ、各分野の専門的な知識を持つ技術者に
よって構成したサポートチームによる十分なバック
アップ体制をつくり、設計チームをサポートします。

　今回の新庁舎・総合防災センターを担当する設計チームは庁舎建築だけでなく、不特定多数の集
まる複合施設の設計実績が豊富で、特に寒冷地建築に精通しています。また、村の大切な資源であ
る木材の有効活用においても村担当者をはじめ、関係者の方々と共に川上村らしさでもある集まっ
て最適解を導く設計チーム編成をします。

■豊富な設計実績を活かした川上村庁舎のためのメンバー構成

②視覚的なプレゼンテーション①EBD（Evidence-based-Design) 根拠に基づく設計 ③ワークショップやパブリックコメント
模型や CG・スケッチ等の視覚的に分かりやすい資料を用い、相互理解を深めます。BIM やコンピュータシュミレーション等を実施し、根拠に基づく適切な設計を行います。 住民の意見収集や参加による記憶に残る合意形成に努めます。住民の意見収集や参加による記憶に残る合意形成に努めます。

■「村民・議会・職員」と共有する取組体制と品質・コスト・工程のプロセス

環境シミュレーション
３次元モデル

サポートチーム

品質管理室BIM推進室

技術担当、審査担当
による品質管理

川上村

BIM推進室 etc...

品質管理室
（技術担当、審査担当）

意匠主任技術者
 + 担当チーム

設計レビュー
（ISO9001:品質管理）

積算主任技術者
+ 担当チーム

バックアップ
社内

構造主任技術者
+ 担当チーム

総括責任者
（管理技術者）

機械主任技術者
+ 担当チーム

電気主任技術者
+ 担当チーム

検討・協議 対話・情報共有最適解

協議窓口の一元化
「対話を重視」

庁舎・防災センター・寒冷地・ZEB化
本計画の与条件に最適なチーム編成

検証
チェック サポートチーム

年度

月

全体工程

建設工程

二酸化炭素排出抑制対策
( 補助事業 ) 申請・工事工程

設計工程

現地調査

基本設計案作成

構造計画・設備諸元

概算工事費算出

基本設計案・与条件再確認

実施設計図作成

申請・届出

積算

木材利用

発注者確認 (      )

調査・成果品まとめ

▼

実施設計 (3 カ月 ) 工事期間 (15 カ月 ) 備品・引越
解体設計 発注準備 工事期間

外構設計 発注準備 外構工事

新庁舎供用開始基本設計 (6.5 カ月 ) 実施設計 (9.5 カ月 ) 発注準備

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度

6月 7月 8月 9月 10 月11 月 12 月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月11 月12 月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月11 月12 月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10 月11 月12 月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月1月

▼基本設計案

▼方針決定 ▼具体案確認

▼基本設計完了

一般図確定

調整 ( 構造・設備 )

基本設計考案

提案

基本設計図 一般図確定 実施設計図 成果品

詳細設計 まとめ

仮受付

▼

▼

架構モデル、各室設備スペック

▼本申請

準備工 地上躯体基礎工事

公募申請・審査 採択 業者選定 地中熱交換器 設置 実績報告 交付申請 業者選定 横引配管・機器配管設置 実績報告試運転

屋根・外装 内装・設備
外構 ( 新庁舎廻り )

試運転・検査 引越

全ての村民に愛される庁舎とする為に積極的な住民参加プロセスを提案・履行します

住民へのわかりやすい説明と意見の聴取 記憶と形に残るワークショップを開催現場見学会を開催し、住民の理解を促進
　基本設計素案、基
本設計案の取りまと
め後に住民説明会を
開き、積極的に意見
の聴取を行い、基本
設計、実施設計への
反映を検討します。 模型を活用した住民説明会 工事工程の節目に行う現場見学会

　内装や家具工事
は村民参加で加工
作業を行います。
参加した方の名前
を彫り込むなど、
記憶だけでなく、
形に残るワーク
ショップとします。

1 2 3
　木造部分の建て方
の終了時など、建設
工事の節目には現場
見学会を実施し、竣
工時には多くの村民
がすでに親しみを持
てる庁舎建設としま
す。 内壁に参加者の名前を刻むWS

1Fフロア＋
2Fホール・和室の
空調分

深さ75ｍ×78本の
ボアホール
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